
【FdData中間期末：中学理科3年】 
[仕事率] 

◆パソコン・タブレット版へ移動 
 
 
[仕事率の計算] 
[問題](2学期期末) 
太郎君は 15kg の荷物を 2m 持ち上げ

るのに 10 秒かかった。このときの仕事

率を求めよ。ただし，100gの物体にはた

らく重力を1N とする。 
 
[解答]30W 
[解説] 
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1 秒間あたりにする仕事を仕事率という。

1秒間あたり1Jの仕事をするとき，仕事

率は1W(ワット)であるという。 
15kg＝15000g の物体にかかる重力の大

きさは，15000÷100＝150(N)なので，

持ち上げるのに必要な力は150Nである。 
このとき，(仕事)＝(力の大きさ N)×(力
の向きに動いた距離 m)＝150(N)×2(m)
＝300(J) 
したがって，1秒間あたりの仕事(仕事率)
は，300(J)÷10(s)＝30(W)である。 
 
※この単元で特に出題頻度が高いのは

「仕事率を求めよ」という問題である。 
 
 
 



[問題](2学期期末) 
①1 秒間あたりにする仕事を何という

か。漢字で答えよ。②また，単位の記号

も答えよ。 
 
[解答]① 仕事率 ② W 
 
 



[問題](2学期中間) 
次の図のAさんとBさんがした仕事に

ついて，各問いに答えよ。ただし，100g
の物体にはたらく重力を 1N とし，ロー

プやフックの重さ，滑車等の摩擦は考え

ないものとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1) より大きな仕事をしたのは，A さん

Bさんのどちらか。 



(2) A さんがした仕事の仕事率を求めよ。 
(3) B さんがした仕事の仕事率を求めよ。 
(4) より効率の良い仕事をしたのはAさ

んBさんのうちどちらか。 
 
[解答](1) B さん (2) 60W (3) 50W 

(4) Aさん 
[解説] 
(1) まずAとBのそれぞれの仕事の大き

さを求める。A：15kg＝15000gなので，

(A が引く力)＝15000÷100＝150(N) 
したがって， 
(A の仕事)＝(力の大きさ N)×(力の向き

に動いた距離m)＝150(N)×2(m) 
＝300(J) 
B：25kg＝25000gなので，(Bが引く力)
＝25000÷100＝250(N) したがって， 



(B の仕事)＝(力の大きさ N)×(力の向き

に動いた距離m)＝250(N)×2(m) 
＝500(J) 
よって，より大きな仕事をしたのはBで

ある。 
(2) (Aの仕事率)＝(仕事J)÷(秒 s) 
＝300(J)÷5(s)＝60(W) 
(3) (Bの仕事率)＝(仕事J)÷(秒 s) 
＝500(J)÷10(s)＝50(W) 
(4) 仕事率が大きいほど効率がよいので，

より効率の良い仕事をしたのはAである。 
 
 



[仕事率・仕事→時間] 
[問題](2学期中間) 
右の図のように，

モーターを使って

1.5kg のおもりを

80cm引き上げた。

100g の物体には

たらく重力の大き

さを1N として，次の各問いに答えよ。 
(1) このときの仕事は何Jか。 
(2) おもりを引き上げるのに 15 秒かか

った。このときの仕事率はいくらか。

単位をつけて答えよ。 
(3) 仕事率が(2)のとき，2.4kg のおもり

を 80cm 引き上げるのに何秒かかる

か。 
 



[解答](1) 12J (2) 0.8W (3) 24秒 
[解説] 
(1) 質量が 1.5kg＝1500g の物体にはた

らく重力の大きさは，1500÷100＝
15(N)なので，これを 80cm＝0.8m 持ち

上げるときの仕事は， 
(仕事 J)＝(力の大きさ N)×(力の方向に

移動した距離m)＝15(N)×0.8(m) 
＝12(J) 
(2) (仕事率W)＝(仕事J)÷(秒 s) 
＝12(J)÷15(s)＝0.8(W) 
(3) 質量が 2.4kg＝2400g の物体にはた

らく重力の大きさは，2400÷100 
＝24(N) なので，これを80cm＝0.8m持

ち上げるときの仕事は， 
(仕事 J)＝(力の大きさ N)×(力の方向に

移動した距離m)＝24(N)×0.8(m) 



＝19.2(J) 
(2)より，このモーターの仕事率は 0.8W
なので，1秒間に0.8Jの仕事を行うこと

ができる。したがって，19.2J の仕事を

行うには，19.2(J)÷0.8(W)＝24(s)かかる。 
 
※仕事率と仕事から，かかった時間を求

めさせる問題もよく出題される。 
 
 
[問題](2学期期末) 
仕事率60Wの機械が50秒かかる仕事

を仕事率 15W の機械ですると何秒かか

るか。 
 
[解答]200秒 
 



[解説] 
仕事率60W の機械は 1 秒間に60J の仕

事を行うので，50秒では，60(W)×50(s)
＝3000(J)の仕事を行う。仕事率15Wの

機械は 1 秒間に 15J の仕事を行うので，

3000Jの仕事を行うには， 
3000(J)÷15(W)＝200(s)で，200 秒かか

る。 
 
 



[問題](2学期期末) 
図のようにモーターA，B を使って

50kg の物体を引き上げた。モーターA
は 10 秒，B は 8 秒かかった。次の各問

いに答えよ。 
 
 
 
 
 
 
 
(1) モーターBがした仕事は何Jか。 
(2) モーターBの仕事率は何Wか。 
(3) モーターA を使うと 20 秒かかる仕

事は，モーターB を使うと何秒かか

るか。 



[解答](1) 6000J (2) 750W (3) 24秒 
[解説] 
(1) 質量が 50kg＝50000g の物体にはた

らく重力の大きさは， 
50000÷100＝500(N)なので，これを

12m持ち上げるときの仕事は， 
(B の仕事 J)＝(力の大きさ N)×(力の方

向に移動した距離 m)＝500(N)×12(m)
＝6000(J) 
(2) (Bの仕事率W)＝(仕事J)÷(秒 s) 
＝6000(J)÷8(s)＝750(W) 
(3) モーターA は 10 秒で，50kg の物体

を 18m 引き上げるので，20 秒では 18
×2＝36(m)引き上げる。このとき， 
(A の仕事 J)＝(力の大きさ N)×(力の方

向に移動した距離m)＝500(N)×36(m) 
＝18000(J) (2)より，モーターBの仕事



率は750Wなので，モーターBは1秒で

750Jの仕事を行うことができる。したが

って，18000(J)÷750(J／s)＝24(s)かか

る。 
 
 



[問題](後期中間) 
次の図のように，水面から3m の高さ

まで，A，B のポンプを使って川の水を

くみ上げた。各問いに答えよ。ただし，

100g の物体にはたらく重力の大きさを

1Nとする。 
 
 
 
 
 
(1) ポンプA で，質量 20kg の水をくみ

上げるのに1分かかった。このとき，

ポンプAの仕事率は何Wか。 
(2) ポンプB では，30 秒間に質量15kg

の水をくみ上げた。このとき，ポン

プBの仕事率は何Wか。 



(3) ポンプ A，B を同時に使うと，5 分

間で何 kg の水をくみ上げることが

できるか。 
(4) ポンプA，Bを同時に使うと，1000kg

の水をくみ上げるのに何分かかるか。 
 
[解答](1) 10W (2) 15W (3) 250kg 
(4) 20分 
[解説] 
(1) 質量が 20kg＝20000g の水にはたら

く重力の大きさは，20000÷100＝

200(N)なので，これを3m持ち上げると

きの仕事は， 
(仕事 J)＝(力の大きさ N)×(力の方向に

移動した距離m)＝200(N)×3(m) 
＝600(J) 
 



1分＝60秒で600Jの仕事を行うので， 
(仕事率 W)＝(仕事 J)÷(秒 s)＝600(J)÷
60(s)＝10(W) 
(2) 質量が 15kg＝15000g の水にはたら

く重力の大きさは， 
15000÷100＝150(N)なので，これを3m
持ち上げるときの仕事は， 
(仕事 J)＝(力の大きさ N)×(力の方向に

移動した距離m)＝150(N)×3(m) 
＝450(J) 
30秒で450Jの仕事を行うので， 
(仕事率W)＝(仕事J)÷(秒 s) 
＝450(J)÷30(s)＝15(W) 
(3) ポンプ A，B の仕事率の合計は，10
＋15＝25(W)で，1 秒間に 25J の仕事を

行うことができ，5分＝300秒では，25(J)
×300(s)＝7500(J)の仕事を行う。･･･① 



x kg の水をくみ上げることができると

する。質量がx kg＝1000 x g の水にはた

らく重力の大きさは， 
1000 x ÷100＝10 x (N)なので，これを

3m持ち上げるときの仕事は， 
(仕事 J)＝(力の大きさ N)×(力の方向に

移動した距離m)＝10 x (N)×3(m) 
＝30 x (J)･･② 
①，②より，30 x＝7500 
よって， x＝7500÷30＝250(kg) 
(4) 質量が1000kg＝1000000gの水には

たらく重力の大きさは， 
1000000÷100＝10000(N)なので，これ

を3m持ち上げるときの仕事は， 
(仕事 J)＝(力の大きさ N)×(力の方向に

移動した距離m)＝10000(N)×3(m) 
＝30000(J) 



(3)より，ポンプ A，B を同時に使うと，

1秒間に25Jの仕事を行うことができる

ので，30000J の仕事を行うには，

30000(J)÷25(W)＝1200(s)， 
1200÷60＝20(分)かかる。 
 
 



[問題](後期期末) 
モーターを用い

て 25kg の物体 M
を 2m の高さまで

引き上げた。モー

ターの抵抗は 10
Ωである。このモ

ーターに50Vの電

圧をかけると何秒で物体Mを2mの高さ

まで引き上げることができるか。使われ

た電気エネルギーが摩擦などの熱で失わ

れることはなく，すべて物体Mを持ち上

げるのに利用されると考えて答えよ。 
 
[解答]2秒 
 
 



[解説] 
まず，25kgの物体Mを2m持ち上げる

ときの仕事を求める。 
質量が25kg＝25000gの物体にはたらく

重力の大きさは，25000÷100＝250(N)
なので，これを2m 持ち上げるときの仕

事は，(仕事 J)＝(力の大きさ N)×(力の

方向に移動した距離 m)＝250(N)×2(m)
＝500(J) 
次に，このモーターの仕事率(電力)を求

める。 
電力の単位のワット(W)と仕事率の単位

のワット(W)は同じものである。 
(電流A)＝(電圧V)÷(抵抗Ω) 
＝50(V)÷10(Ω)＝5(A)なので， 
(モーターの電力)＝(電圧V)×(電流A) 
＝50(V)×5(A)＝250(W) 



よって，このモーターは 1 秒間に 250J
の仕事を行うことができる。 
したがって，500J の仕事を行うには，

500(J)÷250(J／s)＝2(s)なので，2 秒か

かる。 
 
 
[問題](補充問題) 
 600W の電子レンジが 50 秒かかる調

理を，1500W の電子レンジで行うと，

何秒かかるか。 
 
[解答]20秒 
[解説] 
電力の単位のワット(W)と仕事率の単位

のワット(W)は同じものである。また，

熱量の単位のジュール(J)と仕事の単位



のジュール(J)は同じものである。 
600W の電子レンジは 1 秒間に 600J の

熱量を発生する。したがって，50秒では 
600(J)×50＝30000(J)の熱量を発生さ

せる。 
1500W の電子レンジは 1 秒間に 1500J
の熱量を発生するので，30000J の熱量

を発生させるためには，30000÷1500＝
20(秒)かかる。 
 
 



【各ファイルへのリンク】 
理科1年 
[光音力] [化学] [植物] [地学] 
 
理科2年 
[電気] [化学] [動物] [天気] 
 
理科3年 
[運動] [化学] [生殖] [天体] [環境] 
 
社会地理 
[世界1] [世界2] [日本1] [日本2] 
 
社会歴史 
[古代] [中世] [近世] [近代] [現代] 
 
社会公民 
[現代社会] [人権] [三権] [経済] 
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【FdData中間期末製品版のご案内】 
このPDFファイルは，FdData中間期末

を PDF 形式(スマホ用)に変換したサン

プルです。製品版のFdData中間期末は

Windows パソコン用のマイクロソフト

Word(Office)の文書ファイル(A4 版)で，

印刷・編集を自由に行うことができます。 
◆FdData中間期末の特徴 
中間期末試験で成績を上げる秘訣は過去

問を数多く解くことです。FdData 中間

期末は，実際に全国の中学校で出題され

た試験問題をワープロデータ(Word 文

書)にした過去問集です。各教科(社会・

理科・数学)約1800～2100ページと豊富

な問題を収録しているため，出題傾向の

90％以上を網羅しております。 
FdData 中間期末を購入いただいたお客

様からは，「市販の問題集とは比べものに

ならない質の高さですね。子どもが受け



た今回の期末試験では，ほとんど同じよ

うな問題が出て今までにないような成績

をとることができました。」，「製品の質の

高さと豊富な問題量に感謝します。試験

対策として，塾の生徒にFdDataの膨大

な問題を解かせたところ，成績が大幅に

伸び過去最高の得点を取れました。」など

の感想をいただいております。 
◆サンプル版と製品版の違い 
ホームページ上に掲載しておりますサン

プルは，製品の全内容を掲載しており，

どなたでも自由に閲覧できます。問題を

「目で解く」だけでもある程度の効果を

あげることができます。しかし，FdData
中間期末がその本来の力を発揮するのは

印刷ができる製品版においてです。印刷

した問題を，鉛筆を使って一問一問解き

進むことで，大きな学習効果を得ること

ができます。さらに，製品版は，すぐ印



刷して使える「問題解答分離形式」，編集

に適した「問題解答一体形式」，暗記分野

で効果を発揮する「一問一答形式」(理科

と社会)の3形式を含んでいますので，目

的に応じて活用することができます。 
FdData中間期末の特徴(QandA方式) 
◆FdData中間期末製品版の価格 
理科1年，2年，3年：各7,800円 
社会地理，歴史，公民：各7,800円 
数学1年，2年，3年：各7,800円 
ご注文は電話，メールで承っております。 
FdData中間期末(製品版)の注文方法 
※パソコン版ホームページは，Google
などで「fddata」で検索できます。 

※Amazonでも販売しております。 
 (「amazon fddata」で検索) 
 
【Fd教材開発】電話：092-811-0960 
メール： info2@fdtext.com 

http://www.fdtext.com/dp/qanda_k.html
http://www.fdtext.com/dp/seihin.html
mailto:info2@fdtext.com

